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相続預金払戻しの
必要書類の見方

ケース
で
学ぶ

回
と
次
回
で
、
自
筆
証
書
遺
言

を
取
り
上
げ
ま
す
。
今
回
は
従

来
か
ら
の
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て
、

次
回
は
、
７
月
か
ら
始
ま
る
保
管
制
度

を
利
用
し
た
自
筆
証
書
遺
言
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
は
、
遺
言
者
自
身
で

作
成
す
る
遺
言
書
で
、
遺
言
書
の
本

文
・
作
成
日
・
氏
名
を
自
筆
で
書
き
、

押
印
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

書
き
間
違
え
た
と
き
や
、
追
記
し
た

い
と
き
は
、
訂
正
箇
所
に
二
重
線
を
引

場
合
は
、
相
続
届
な
ど
一
定
の
書
類
に

相
続
人
・
受
遺
者
（
遺
言
に
よ
っ
て
遺

産
を
受
贈
す
る
人
）
全
員
の
署
名
押
印

と
印
鑑
証
明
書
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
自
行
庫
で
の
取
扱
い
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
店
に
存
在
す
る
預
金
者
の

取
引
を
洗
い
出
し
、
遺
言
書
の
記
載
内

容
と
照
合
し
ま
す
。
遺
言
書
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
相
続
預
金
が
あ
れ
ば
、
改

め
て
遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成
ま
た

は
、
相
続
届
に
よ
り
記
載
外
の
相
続
預

金
の
承
継
者
を
決
め
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
記
載
外
の
財
産
に

つ
い
て
の
承
継
者
が
定
め
て
あ
る
場
合

は
、
そ
の
承
継
者
が
記
載
外
の
相
続
預

金
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

遺
言
は
、
民
法
の
法
定
相
続
分
よ
り

優
先
さ
れ
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。
遺

言
書
が
遺
さ
れ
て
い
れ
ば
、
特
定
の
相

続
人
の
相
続
分
が
減
少
ま
た
は
消
失
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
財
産
が
特
定

の
人
に
遺
贈
さ
れ
る
よ
う
な
不
自
然
で

極
端
な
内
容
で
あ
る
場
合
に
は
、
安
易

な
名
義
変
更
手
続
き
を
進
め
る
と
ほ
か

の
相
続
人
か
ら
責
任
を
追
及
さ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

後
日
、
名
義
変
更
等
手
続
き
を
進
め

た
責
任
を
追
及
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
相
続
届
に
ほ
か
の
相
続
人

全
員
の
署
名
押
印
を
求
め
た
ほ
う
が
よ

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
上
司
に

判
断
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

い
た
り
追
記
を
行
っ
た
り
し
た
う
え

で
、「
３
文
字
削
除
」
や
「
４
文
字
加

筆
」
な
ど
を
該
当
箇
所
近
く
に
付
記

し
、
変
更
箇
所
に
署
名
と
、
遺
言
書
に

押
印
し
た
の
と
同
じ
印
鑑
を
押
印
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
産
目
録
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
プ
ロ

や
通
帳
等
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
、

費
用
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、
遺
言
の
内

容
や
遺
言
を
遺
し
た
こ
と
自
体
を
秘
密

に
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

反
対
に
、
自
筆
証
書
遺
言
の
デ
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
は
、
形
式
不
備
に
よ
り
そ

の
有
効
性
や
解
釈
が
争
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
本
人
が
書
い
た
も
の
か

ど
う
か
争
点
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
紛
失
の
恐
れ
や
破
棄
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
相
続
発
生
後
に
家
庭
裁

判
所
の
検
認
が
必
要
な
こ
と
で
す
。

検
認
済
証
明
書
の 

添
付
を
確
認

　

そ
れ
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
（
サ
ン

プ
ル
１
）
を
も
と
に
解
説
し
ま
す
。
ま

ず
、
遺
言
者
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
、

被
相
続
人
の
戸
籍
謄
本
で
確
認
し
て
お

き
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
自
筆
証
書
遺

言
の
場
合
は
、
遺
言
書
と
そ
の
遺
言
書

が
封
入
さ
れ
て
い
た
封
筒
に
検
認
済
証

明
書
（
サ
ン
プ
ル
２
）
が
添
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

　

も
し
検
認
済
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
は
、
遺
言
書
を
家
庭
裁

判
所
に
提
出
し
て
、
検
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
来
店
者
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

　

検
認
と
は
、
相
続
人
に
対
し
遺
言
の

存
在
お
よ
び
そ
の
内
容
を
知
ら
せ
る
と

と
も
に
、
遺
言
書
の
形
状
や
加
除
訂

正
、
署
名
の
状
態
な
ど
、
検
認
の
日
現

在
に
お
け
る
遺
言
書
の
内
容
を
明
確
に

す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

　

次
に
、
遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
遺
言

執
行
者
に
は
、
遺
言
書
の
内
容
に
基
づ

い
て
、
遺
産
の
名
義
変
更
手
続
き
を
単

独
で
行
う
権
限
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
執

行
者
が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

相
続
預
金
の
払
戻
手
続
き
は
遺
言
執
行

者
の
み
の
署
名
押
印
で
よ
い
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

遺
言
執
行
者
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

●	自筆証書遺言は遺言者が
本文・日付・氏名を自筆
で書き、押印する

●	不自然で極端な内容であ
る場合は、安易な対応に
注意し上司に判断を仰ぐ

ポイント

サンプル１ 自筆証書遺言

サンプル２ 検認済証明書

お客様から相続預金の払戻しを依頼され、自筆
証書遺言（保管制度利用なし）の提出を受けま
した。この場合、どのように対応
し、どんな点を確認すればよいので
しょうか。

自筆証書遺言（保管制度利用
なし）を提出された場合の見方

第４回

今

遺言書
遺言者 近代太郎は、次のとおり遺言する。
１条　遺言者は、その所有する次の財産を妻花子に相続させる。
　　一、土地
　　　　所在　熊本県熊本市中央区水前寺
　　　　地番　１４１４番地
　　　　地目　宅地
　　　　地積　２５０㎡
　　一、家屋
　　　　所在　熊本県熊本市中央区水前寺１４１４番地
　　　　家屋番号　１４１４番
　　　　種類　居宅
　　　　構造　木造瓦葺２階建
　　　　床面積　１階　１０１㎡　２階　５３㎡　合計１５４㎡
　　一、ひのくに信用金庫　水前寺支店に所在する下記 預金
　　　　　普通預金　口座番号　１３５７９
　　　　　定期預金　口座番号　９７５３１
２条　遺言者は、その所有する次の財産を長男近代一郎に相続させる。
　　一、阿蘇銀行　熊本支店に所在する普通預金　口座番号７６５４
３条　遺言者は、上記以外の一切の財産を妻花子に相続させる。
４条　‌�遺言者は、本遺言の執行者として長男一郎を指定し、遺言執

行者に対し預貯金の名義変更、払い戻し及び解約その他遺言
の執行に必要な一切の行為をする権限を与える。

　　　　　　　　　令和２年４月１日
　　　　　　　　　遺言者　近代　太郎　　　㊞

遺言書検認済証明書

事件の表示 令和２年（家）第７８号　遺言書検認　申立事件

検認の期日 令和２年８月１５日

この遺言書は、上記期日に検認されたことを証明する。
令和２年８月１５日
　熊本家庭裁判所　　裁判所書記官　法野　守夫　㊞

遺言書に記載
された相続預
金と自店の相
続預金等を照
合

預金者の遺言
書であるか確
認

遺言書に相続
預金の漏れが
ある場合に、
記載外の財産
の承継者がだ
れであるのか
確認

遺言執行者が
指定されてい
るか確認

家庭裁判所の
検認済証明書
が付いている
か確認


